
◎広報について、会議参加者で可能な限りの方法を話し合った

・人が集まることに対して、行政が手伝うことはできないと区役所
の担当者から聞いている。

・図書館でチラシを持って帰る人がいるので図書館広報を検討。

・産創館の位置を中心として範囲を決め、小学校にチラシが撒けな
いか、環境局の方で教育委員会と調整しておく。

・逓送でチラシが撒けない時、個人的に小学校や幼稚園に持ってい
く事や、他のイベントでも数十枚ずつ撒けるとのことで、チラシ作
りは決定となった。

・地下鉄の広告はエントリーが早く、恐らく2か月前である。

・「イベントバンク」「いこうよ」などの宣伝媒体があり、掲載可
能である。

おおさか環境ネットワーク会議レポート

第3回

日時 令和3年6月7日（月）18:30～20:50

会場 Zoomを使用してのオンライン会議

参加者 8団体11名

◆次回の開催日程

令和３年度

第４回 おおさか環境ネットワーク会議

日 時：2021年6月28日の週で調整をかける

レポート作成＊環境事業協会・ネイチャーおおさか共同企業体

【会議要旨】

前回までの話の共有を行って流れを確認した後、夏休みイベント
について具体的な内容を3つ話し合ったところ、以下のような意見
が出た。

◎図面を見ながら、部屋割り等の調整、受け入れ人数などの調整を
行った

・使用する部屋は大阪産業創造館6階の会議室C・D・Eである。

・会議室Ｅは予約が要らないような出展団体を集め、参加者が自由
に出入りできるように設定した。

・金槌を使う可能性があり、音出しが影響して隣のイベントの邪魔
にならないかなどの話があった。
→パーテーションの設置案があった。

・会議室にはホワイトボード（サイズ：1200×900）があるので使
用可能（部屋の写真を見せて説明）である。

◎全体企画について、どのようなコラボレーションができるか話し
合った

・17種類の国産の木を使ってSDGｓの話と絡めながら17個のクイズ
に答えてもらい、達成したら17個あげるようにしたい。1つの木の
種類で50個ほどは準備可能である。

・既にコラボレーションを検討している団体だけでなく、他の団体
にいけば、例えばSDGｓのターゲット13の木がもらえます等が面白
いのではないか。

・17個の木を集めてどうなるのか、もう少し詰める必要がある。

・気が付いてもらうための仕掛けであり、「1つ目をゲットした
☆」などを実感する為のものなので問題ないのではないか。

・木に文字を入れることも考えた。ただ文字は小さくはできない。
一つ一つは違う種類であるが、全部つながっているという意味合い
で子どもたちに解かって貰えたら良い。

・講演内容が被る団体があり、更に17の団体があるわけではないの
で、全ての団体でコラボレーションするのではなく、連携した団体
だけで完結したらいいと思う。

・子ども一人での参加はダメなのか、親として気になると思う。小
学校低学年と高学年ではどうなのかも決めた方がいいのでは。

・PTA便りに掲載する項目や文言の確認と、導入部分の文章を確認
した。
→大阪自然環境保全協会が導入部分の文章を考案し、6/9(水)に
メーリングリストで叩き台を流すとのこと。

大阪産業創造館６階


